小学校４年【国語】『かがやき』（光村図書）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	か題内よう

	第１回
	【たん元名】「かがやき」/こんなところが同じだね
【ページ】表紙うら（１ページ）/１０、１１ページ
【学習の流れ】
１　様子を想ぞうしながら、１ページの詩を音読する。
２　１０、１１ページを読む。
３　家族と同じだと思うところ、ちがうと思うところをさがして、ノートに書く。
【学びのかくにん】
・同じところやちがうところをさがした感想を書きましょう。

	第２回
	【たん元名】「春のうた」　【ページ】１２、１３ページ
【学習の流れ】
１　３年生までの学習をふり返り、音読するときに気をつけることを考える。
２　場面の様子を思いうかべて音読する。
　・場所はどこだろう。
　・どんな人物が出てくるのだろう。
３　登場人物の気持ちを想ぞうして音読する。
【学びのかくにん】
[bookmark: _GoBack]・音読で工ふうしたことや、想ぞうして読んだときの気持ちをノートに書きましょう。

	第３回
	【たん元名】「白いぼうし」　【ページ】１６～２７ページ
【学習の流れ】
１　１６～２７ページに出てくる、新しいかん字の読みをたしかめる。
２　１５２ページを見て、新しいかん字の筆じゅんをたしかめながら、かん字をノートに書く。
３　１６～２５ページを音読する。
４　この話に出てくる登場人物をノートに書く。
【学びのかくにん】
・第４回の学習がおわったら、まとめてかくにんします。

	第４回
	【たん元名】「白いぼうし」　【ページ】１６～２７ページ
【学習の流れ】
１　１６～２５ページを、場面の様子を想ぞうしながら読む。
２　「松井さん」がどこで何をしたか、話のじゅんにノートに書く。
３　読んでふしぎに思ったところに、線を引く。
４　ふしぎに思ったことを、「〇〇はなぜだろう」という言い方でノートにまとめる。
　→書くことがむずかしい時は、２６ページの「１問いの例」を読んで考える。
【学びのかくにん】
・ノートにまとめたことを、発表するつもりで読んでみましょう。

	第５回
	【たん元名】「白いぼうし」　【ページ】１６～２７ページ
【学習の流れ】
１　ふしぎだと思って線を引いたところの、前後の場面をよく読む。
２　「〇〇はなぜだろう」とノートにまとめた問いの答えを考えるために、答えにつながりそうなヒントを教科書からさがす。
・人物の様子を表す言葉に気をつけて、さがしてみよう。
・色やにおいを表す言葉に気をつけて、さがしてみよう。
３　２７ページの「３発表の例」を読んで、問いについて考えたことをノートにまとめる。
【学びのかくにん】
・ノートにまとめたことを、発表するつもりで読んでみましょう。



